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現
代
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
杜
会
的
硬
直
性
と
の
対
時
（
二
）

1
社
会
統
合
と
教
育
－

1
　
政
治
的
・
象
徴
的
機
能

　
ア
ン
セ
ル
シ
オ
ン
を
実
現
す
る
上
で
、
教
育
が
重
要
な
要
素
の

一
つ
と
な
る
こ
と
は
冒
頭
で
述
べ
た
。
事
実
、
一
九
九
二
年
、
フ

ラ
ン
ス
国
民
は
青
少
年
の
教
育
に
四
千
六
百
億
フ
ラ
ン
を
費
や
し

た
。
そ
の
支
出
の
三
分
の
二
を
国
が
賄
っ
た
。
教
育
制
度
の
運
営

を
行
な
っ
て
い
る
の
も
国
で
あ
る
。
ま
た
、
文
部
省
は
百
万
人
を

超
え
る
雇
用
者
を
擁
す
全
国
一
の
使
用
者
で
あ
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
こ
の
巨
大
な
装
置
も
全
て
の
人
に
同
様
に
恩
恵
を
与
え
て
い

る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
例
え
ぱ
、
生
徒
た
ち
の
学
習
成
果
の
評

価
に
関
す
る
文
部
省
が
行
な
っ
た
調
査
に
よ
れ
ば
、
相
異
な
る
社

会
層
に
属
す
る
生
徒
た
ち
の
間
の
成
績
の
乖
離
が
歴
然
と
し
て
い

　
　
　
（
1
）

る
の
で
あ
る
。

松
　
　
　
本

明

　
こ
の
一
世
紀
、
フ
ラ
ン
ス
社
会
は
若
年
層
の
統
合
を
ど
の
よ
う

に
捉
え
、
そ
し
て
学
校
の
使
命
を
ど
の
よ
う
に
定
義
付
け
て
き
た

の
だ
ろ
う
か
。
共
和
制
国
家
と
人
権
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
支
え
ら

れ
た
第
三
共
和
国
の
小
学
校
は
、
依
然
と
し
て
各
地
方
の
多
様
性

を
備
え
て
い
た
国
を
文
化
的
に
統
合
し
た
。
ま
た
、
数
多
く
の
移

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

民
の
波
を
統
合
寸
る
こ
と
に
寄
与
し
た
。
更
に
、
別
の
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
に
よ
る
と
、
学
校
の
目
的
は
教
育
に
よ
る
人
民
の
教
化
と
い

う
こ
と
で
あ
づ
た
。
そ
れ
は
二
つ
の
見
方
が
あ
り
、
一
方
は
、
平

民
階
層
の
子
ど
も
た
ち
に
、
秩
序
、
労
働
、
規
律
、
習
慣
を
早
い

時
期
に
教
え
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
と
し
、
他
方
は
、
特
に
社
会

主
義
活
動
家
た
ち
に
お
い
て
で
あ
る
が
、
人
民
に
、
プ
ロ
レ
タ
リ

ア
化
か
ら
逃
れ
、
自
己
の
尊
厳
を
肯
定
す
る
文
化
的
手
段
を
与
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
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（71）現代フランスにおける社会的硬直性との対時（2）

　
ギ
ゾ
ー
（
O
；
N
O
↓
）
が
、
「
初
等
教
育
が
秩
序
と
社
会
安
定

の
た
め
の
一
つ
の
保
証
で
あ
る
」
と
述
べ
た
の
に
対
し
て
ジ
ュ
ー

ル
・
フ
ェ
リ
ー
（
旨
一
窃
句
向
宛
宛
く
）
は
、
一
七
八
九
年
の
原
則

を
参
照
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
共
和
国
と
第
一
革
命
と
を
同
時
に

愛
す
る
よ
う
に
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
に
、
フ
ェ
リ
ー
及
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

そ
の
周
囲
の
者
た
ち
の
独
創
性
が
窺
え
る
。

　
共
和
国
は
、
右
か
ら
は
王
党
派
と
そ
の
同
盟
者
で
あ
る
教
会
の

脅
威
に
晒
さ
れ
て
い
た
。
学
校
が
統
一
と
普
遍
性
の
空
間
に
な
ら

ね
ぱ
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
政
教
分
離
の
基
本
原
理
で
あ
っ
た
。

左
か
ら
は
、
ブ
ル
ジ
目
ワ
ジ
ー
に
構
築
さ
れ
た
社
会
秩
序
に
対
し

て
積
極
的
に
異
義
を
唱
え
る
社
会
主
義
及
び
組
合
運
動
に
、
共
和

国
は
脅
か
さ
れ
て
い
た
。
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
、
労
働
界
は
、
こ

の
一
九
世
紀
末
の
激
し
い
階
級
闘
争
を
経
て
き
て
お
り
、
争
議
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

非
常
に
顕
著
な
空
間
で
あ
る
。
各
単
位
が
全
体
を
表
わ
す
と
い
う

こ
の
モ
デ
ル
は
ジ
ャ
ン
“
ジ
ャ
ヅ
ク
・
ル
ソ
ー
（
言
鵯
宇
盲
o
o
＝
窃

丙
O
⊂
窒
■
＞
C
）
の
モ
デ
ル
そ
の
も
の
で
あ
る
。
ル
ソ
ー
は
、
社

会
の
各
構
成
員
に
存
在
す
る
一
般
利
益
を
個
人
の
利
益
の
総
和
と

区
別
し
て
い
た
。
勿
論
、
原
理
と
現
実
と
の
問
の
距
離
は
大
き
い
。

社
会
的
紐
帯
の
こ
の
政
治
的
な
定
義
は
、
根
本
的
に
不
平
等
な
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

現
実
の
社
会
秩
序
を
正
統
化
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
ル
ソ
ー
に
よ
れ
ば
、
民
主
主
義
は
寡
頭
政
治
体
制
に
対
立
す
る

も
の
で
あ
る
。
後
者
に
お
い
て
は
、
富
裕
者
は
富
裕
者
の
利
益
の

た
め
に
統
治
を
行
な
う
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
政
治
の
現
実
は
結

局
の
と
こ
ろ
、
階
級
間
の
紛
争
で
あ
る
。
他
方
、
民
主
主
義
は
逆

に
理
想
の
国
家
で
あ
り
、
非
常
に
制
限
さ
れ
た
共
同
体
を
想
定
す

る
。
そ
こ
で
は
、
人
民
全
員
が
集
合
し
、
諸
事
を
決
定
し
う
る
。

ま
た
、
こ
の
共
同
体
は
完
壁
に
徳
の
あ
る
市
民
集
団
を
想
定
し
、

彼
ら
は
個
別
の
利
益
よ
り
も
共
通
の
利
益
を
優
先
す
る
の
で
あ
る
。

従
っ
て
、
近
代
に
お
け
る
大
国
家
に
は
適
用
が
難
し
い
シ
ス
テ
ム

　
（
7
）

で
あ
る
。

（
1
）
　
－
o
凹
亨
o
冒
＝
旦
o
U
カ
O
O
－
之
一
－
與
句
H
印
自
o
o
冒
o
o
叫
閉
o
㎝
－
目
凧
－

o
q
彗
a
ω
8
o
邑
g
一
雪
＞
已
向
刃
；
漫
．
p
き
－

（
2
）
　
｝
胃
コ
印
『
o
O
＝
＞
カ
ー
O
■
α
①
－
．
Φ
α
仁
o
宙
ゴ
o
コ
目
団
巨
o
目
邑
血
ψ

　
一
．
ま
器
『
巨
o
目
肩
o
｛
窃
9
o
目
コ
o
＝
9
勺
篶
窃
窃
G
邑
く
①
冨
篶
讐
『
窃
富

　
「
彗
9
冨
竃
一
p
ω
象
．

（
3
）
o
P
婁
－
ら
．
震
一
．

（
4
）
o
P
9
一
－
も
．
蜆
夷

（
5
）
重
ま
昌
－

（
6
）
o
P
鼻
‘
ら
ー
曽
o
．

（
7
）
　
巾
9
ユ
8
0
＞
Z
－
く
向
ド
向
α
巨
ε
』
雪
－
o
o
篶
o
く
ω
コ
～
一
＝
＞
↓
－
丙
戸

　
；
㊤
ポ
o
－
き
ー
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一橋論叢　第119巻　第2号　平成10年（1998年）2月号　（72）

2
　
統
合
と
断
絶

　
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
第
一
二
共
和
国
の
小
学
校
は
、
言
語
、
文
化

及
び
社
会
の
多
様
性
が
ま
だ
大
き
く
、
移
民
の
波
が
相
次
い
で
い

た
社
会
に
お
い
て
は
、
統
合
の
た
め
の
強
力
な
手
段
で
あ
っ
た
。

こ
の
手
段
は
、
他
の
制
度
が
そ
れ
に
従
ウ
て
い
く
だ
け
に
、
一
層
、

効
カ
を
も
ち
得
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
軍
隊
、
政
党
、
組
合
等

も
フ
ラ
ン
ス
人
の
間
の
差
。
異
（
土
着
の
者
で
あ
ろ
う
と
、
移
民
で

あ
ろ
う
と
）
を
そ
れ
ら
の
固
有
の
論
理
に
お
い
て
克
服
し
、
再
構

成
し
て
い
く
こ
と
を
目
論
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。
差
異
と
い
う
も

の
は
国
体
を
分
割
す
る
。
従
っ
て
、
学
校
空
間
か
ら
排
斥
せ
ね
ば

な
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
政
治
に
よ
る
統
合
の
モ
デ
ル
に
お
い
て
、

統
合
は
合
体
（
併
合
）
に
よ
り
機
能
す
る
と
さ
れ
て
い
た
。
国
民

全
体
を
共
和
国
の
形
態
の
中
で
定
義
づ
け
る
原
則
を
、
未
来
の

個
々
の
市
民
に
含
入
し
て
い
こ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
市
民
は
小

学
生
の
内
に
先
取
り
さ
れ
て
お
り
、
共
和
国
の
権
化
と
い
え
る
も

　
　
（
1
）

の
で
あ
る
。

　
こ
の
統
合
の
効
能
は
、
政
治
に
よ
る
統
合
の
発
想
に
依
拠
し
て

い
た
。
第
三
共
和
国
の
小
学
校
は
、
社
会
移
動
の
手
段
た
ら
ん
と

も
、
職
業
教
育
の
手
段
た
ら
ん
と
も
目
論
ま
れ
て
は
い
な
か
っ
た
。

高
等
小
学
校
や
商
工
業
実
業
学
校
等
の
、
よ
り
職
業
的
使
命
を
担

っ
た
一
定
の
学
校
は
発
達
し
て
い
た
。
学
校
は
統
合
の
道
具
で
あ

り
、
同
時
に
、
排
除
の
道
具
に
な
る
ζ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
の
よ

う
な
状
況
は
、
一
九
三
〇
年
代
、
延
て
は
一
九
六
〇
年
代
ま
で
続

一
3
一
。

し
』
＾

　
そ
れ
以
来
、
個
人
の
利
益
を
保
護
せ
ね
ば
な
ら
な
い
学
校
は
労

働
界
と
一
線
を
画
さ
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
教
育
界
と
生
産
界

と
の
断
絶
、
学
校
と
環
境
と
の
断
絶
と
い
う
二
つ
の
断
絶
は
近
年

ま
で
フ
ラ
ン
ス
の
学
校
を
色
濃
く
特
徴
づ
け
て
お
り
、
同
一
の
原

則
に
依
拠
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
学
校
は
統
一
と
普
遍
性
の
空
間

で
あ
り
、
そ
こ
に
お
い
て
多
様
性
、
特
殊
性
、
社
会
闘
争
等
は
一

切
、
正
当
性
を
も
ち
得
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
社
会
主
義
及

び
組
合
運
動
は
、
プ
ル
ー
ド
ン
（
勺
勾
O
O
口
＝
○
Z
）
に
よ
る
無

償
且
つ
義
務
的
な
学
校
並
ぴ
に
マ
ル
ク
ス
（
…
＞
宛
×
）
に
よ
る

国
立
の
学
校
に
対
し
て
は
歴
史
的
に
沈
黙
を
保
っ
て
き
た
。
従
っ

て
、
そ
れ
ら
の
運
動
は
、
こ
の
共
和
国
の
学
校
に
自
発
的
に
加
担

す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
の
共
和
国
の
学
校
は
、
社
会
的
紐
帯

を
政
治
的
紐
帯
に
減
じ
る
と
い
う
発
想
を
押
し
つ
け
る
も
の
で
あ

っ
た
か
ら
で
あ
る
。
と
は
い
う
も
の
の
、
こ
れ
ら
の
運
動
は
、
若

年
者
た
ち
に
、
個
人
の
等
し
い
尊
厳
を
教
え
こ
む
利
点
も
見
出
し
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（73）現代フランスにおける社会的硬直性との対時（2〕

　
（
3
）

て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
、
学
校
教
育
が
国
民
の
政
治
的
統
合
の
手

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

段
た
る
べ
く
多
様
性
の
排
斥
に
努
め
る
一
方
に
お
い
て
、
社
会
移

動
な
い
し
は
職
業
教
育
の
展
望
が
欠
落
し
て
お
り
、
そ
の
意
味
に

お
い
て
は
、
学
校
と
社
会
と
の
断
絶
が
見
ら
れ
た
。

（
1
）
　
｝
①
『
コ
団
『
」
　
O
＝
＞
カ
ー
O
↓
一
旦
而
　
－
．
榊
α
一
』
o
o
ご
o
目
　
目
與
二
〇
目
巴
o
　
ψ

　
－
．
，
ω
睾
饒
o
目
召
o
H
鶉
9
o
目
目
①
＝
p
勺
亮
窒
窃
ζ
邑
く
o
冨
；
印
マ
窃
」
①

　
＝
＝
9
ε
竃
一
〇
〇
．
窪
o
o
－
窒
o
1

（
2
）
o
℃
．
葦
－
一
P
曽
9

（
3
）
o
P
；
．
ら
－
ω
鼻

（
4
）
　
本
稿
の
鍵
概
念
で
あ
る
「
排
除
」
と
敢
え
て
弁
別
す
る
た
め
に

　
「
排
斥
」
を
用
い
た
。
各
種
国
語
辞
典
参
照
。

3
　
多
様
性
の
排
斥
か
ら
受
容
へ

　
第
三
共
和
国
の
下
で
、
平
等
は
小
学
校
に
限
定
さ
れ
、
政
治
的

原
則
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
第
五
共
和
制
で
は
、
中
等
教
育
ま
で

拡
張
さ
れ
、
社
会
的
要
請
と
し
て
提
示
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
以
来
、

状
況
は
複
雑
に
な
っ
た
。
経
済
上
、
学
校
は
若
年
層
に
、
未
だ
非

常
に
階
層
化
し
て
い
た
社
会
へ
の
ア
ン
セ
ル
シ
オ
ン
の
準
備
を
さ

せ
ね
ぱ
な
ら
な
か
っ
た
。
労
働
分
業
の
諸
要
求
を
充
足
す
る
た
め
、

学
校
は
若
年
者
た
ち
に
差
異
を
与
え
ね
ぱ
な
ら
な
か
っ
た
。
し
か

し
、
民
主
主
義
の
原
理
に
対
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
差
異
は
非
合
法
の

嫌
疑
が
か
け
ら
れ
た
。
従
っ
て
、
学
校
の
実
質
機
能
と
そ
の
政
治

的
・
象
徴
的
機
能
と
の
間
に
は
、
よ
く
て
緊
張
、
悪
い
跨
合
に
は

矛
盾
が
存
在
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
矛
盾
は
、
一
九
六
0
1
一
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

七
〇
年
代
を
通
し
て
学
校
に
関
す
る
論
議
の
中
心
と
な
っ
た
。
機

会
均
等
の
概
念
は
、
こ
の
矛
盾
を
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
に
（
理
念
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

に
）
統
制
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
。
こ
の
矛
盾
と
は
、
先
に
も

触
れ
た
よ
う
に
、
学
校
教
育
を
巡
る
経
済
と
政
治
、
社
会
分
業
と

民
主
主
義
、
並
び
に
学
校
の
実
質
的
機
能
と
政
治
的
・
象
徴
的
機

能
と
の
問
で
対
時
す
る
構
造
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
ベ
ル
ト
ワ
ン
（
－
｝
向
カ
↓
＝
○
…
）
の
表
現
を
借
り
れ
ぱ
、

フ
一
れ
ら
の
多
様
な
能
力
の
的
確
な
追
及
に
よ
る
多
様
な
教
育
形

態
」
は
、
若
者
た
ち
を
多
様
な
職
業
的
ア
ン
セ
ル
シ
オ
ン
ヘ
と
導

い
て
い
く
の
で
あ
る
。
そ
れ
以
来
、
学
校
は
差
異
を
受
け
入
れ
る

だ
け
で
な
く
、
多
様
な
教
育
を
通
し
て
、
こ
の
差
異
を
創
出
し
て

い
く
べ
き
所
と
な
っ
た
。
そ
れ
は
社
会
的
紐
帯
の
定
義
そ
の
も
の

で
あ
る
。
社
会
に
自
ら
を
統
合
し
て
い
く
こ
と
は
、
も
は
や
、
国

の
原
理
の
注
入
を
通
し
て
全
体
の
構
成
員
に
な
る
こ
と
で
は
な
く
、

全
体
の
中
に
、
他
者
と
は
異
な
る
自
分
固
有
の
席
を
見
出
す
と
い

　
　
　
　
　
　
（
3
）

う
こ
と
な
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
現
代
フ
ラ
ン
ス
社
会
に
お
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い
て
国
全
体
の
要
請
・
課
題
と
さ
れ
て
い
る
ア
ン
セ
ル
シ
オ
ン
と

ほ
ぼ
同
一
の
意
味
内
容
を
表
す
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。

（
1
）
　
｝
o
H
目
匝
『
α
　
O
＝
＞
宛
－
O
↓
一
α
血
　
－
、
休
〇
一
』
o
胆
一
」
o
自
　
コ
｝
饒
o
目
邑
〇

一
．
一
富
彗
9
o
目
肩
o
↓
鶉
色
o
目
目
o
＝
p
～
鶉
ω
窃
ζ
邑
毒
邑
↓
凹
マ
鶉

＝
＝
p
冨
竃
一
p
ω
寒
．

（
2
）
…
急
…

（
3
）
o
P
9
．
ら
ー
曽
ω
．

4
　
経
済
発
展
の
要
請

ら
○叫

　
そ
の
後
、
学
校
制
度
は
、
最
優
先
の
使
命
と
し
て
の
国
の
経
済

発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
政
治
に
よ
る
統
合
は
経
済
に

よ
る
統
合
に
引
き
継
が
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。
一
九
五
〇
年
代
末
、

一
フ
ラ
ン
ス
は
資
格
な
い
し
有
資
格
者
の
不
足
に
見
舞
わ
れ
て
い
た
。

こ
の
状
況
の
下
で
資
格
の
獲
得
は
、
職
業
的
、
時
と
し
て
社
会
的

な
真
の
昇
進
を
保
証
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
義
務
教
育

修
了
後
、
進
学
し
て
い
く
若
者
の
数
は
鰻
上
り
で
あ
っ
た
。
一
九

一
四
年
、
五
％
で
あ
づ
た
の
が
、
五
〇
年
代
末
に
は
、
六
五
％
に

　
（
1
）

達
し
た
。

　
ギ
ゾ
ー
は
一
八
三
三
年
、
フ
ェ
リ
ー
は
一
八
八
一
年
に
、
国
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

組
織
し
管
理
す
る
教
育
に
よ
る
人
民
の
教
化
を
立
案
し
た
。
そ
れ

以
来
、
初
等
教
育
は
中
等
教
育
を
視
界
に
入
れ
、
中
等
教
育
に
は

技
術
教
育
並
ぴ
に
職
業
教
育
が
接
合
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

学
校
教
育
は
依
然
と
し
て
国
の
問
題
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
重
要
な

機
能
は
国
の
統
一
だ
け
で
は
な
く
な
っ
た
。
生
産
機
構
の
発
展
と

い
う
こ
と
が
浮
上
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
論
理
は
、
学
校
の
機
能
を
急
激
に
変
え
た
。
学
校

の
中
心
的
使
命
は
も
は
や
市
民
を
育
成
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
彼

ら
を
ア
ン
セ
ル
シ
オ
ン
に
徐
々
に
導
い
て
い
く
こ
と
に
な
う
た
。

統
合
は
政
治
に
対
し
て
で
は
な
く
、
経
済
に
対
し
て
機
能
す
る
よ

う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
学
校
の
基
礎
に
関
す
る
こ
の
急
激
な
再
定

義
は
、
第
三
共
和
国
の
下
で
設
定
し
た
学
校
計
画
を
骨
抜
き
に
し

て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
機
会
均
等
の
概
念
は
、
こ
の
矛
盾
を
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

デ
オ
ロ
ギ
ー
的
に
統
制
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
。

　
中
等
教
育
に
対
し
て
若
年
者
と
そ
の
家
族
は
、
古
典
教
育
や
現

代
数
学
で
は
な
く
、
社
会
的
昇
進
を
期
待
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
学
校
は
、
全
員
に
は
約
束
を
果
た
壱
な
い
と
い
う
条
件

で
し
か
、
一
部
の
者
に
約
東
を
果
た
さ
な
い
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

最
も
羨
望
の
的
で
あ
る
社
会
的
地
位
に
全
員
が
昇
る
こ
と
は
で
き

な
い
の
で
あ
る
。
昇
進
の
道
具
と
し
て
の
学
校
は
選
抜
の
道
具
で

も
あ
る
。
長
い
学
業
期
間
及
び
社
会
的
昇
進
へ
繋
が
る
王
道
か
ら
、
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こ
の
よ
う
に
外
れ
た
者
た
ち
は
、
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
社
会
か
ら

排
除
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
種
々
の

水
準
に
お
い
て
全
員
の
た
め
に
職
務
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か

し
、
そ
れ
ら
は
、
先
ず
「
掃
き
溜
め
」
の
階
級
の
た
め
の
格
の
低

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

い
仕
事
で
あ
り
、
次
い
で
無
資
格
の
職
で
あ
る
。

（
1
）
　
団
①
『
目
凶
『
O
　
O
｝
＞
カ
ー
O
↓
一

　
一
．
，
器
；
o
目
肩
o
h
窪
色
o
目
目
①
＝
p

「
…
①
」
竃
ド
o
1
ω
2
一

（
2
）
o
P
〇
三
P
ω
芦

（
3
）
o
o
．
9
．
一
君
－
曽
㌣
曽
仁
1

（
4
）
暑
．
ま
．
一
君
－
曽
㌣
鵠
蜆
1

5
　
適
性
の
重
視

q
o
　
－
．
Φ
旦
目
o
国
箏
o
目
　
目
印
巨
o
目
巴
o

巾
『
蜆
鶴
o
閉
　
ζ
目
～
o
鶉
ミ
巴
篶
閉

o
①ψ

　
一
九
五
九
年
、
ベ
ル
ト
ワ
ン
改
革
に
よ
り
、
義
務
教
育
が
ニ
ハ

歳
ま
で
延
長
さ
れ
、
全
員
に
第
六
学
年
と
第
五
学
年
（
中
等
教

育
）
へ
の
門
戸
を
開
い
た
。
こ
れ
と
平
行
に
、
職
業
・
技
術
教
育

が
再
編
成
さ
れ
た
。
技
術
バ
カ
ロ
レ
ア
が
一
九
六
五
年
、
職
業
教

育
ブ
ル
ヴ
ェ
と
技
術
短
期
大
学
（
I
U
T
）
が
一
九
六
五
年
に
創

設
さ
れ
た
。
進
学
す
る
若
者
が
増
加
す
る
一
方
、
国
の
経
済
活
動

が
、
児
童
・
青
少
年
に
大
々
的
に
門
戸
を
開
い
て
い
づ
た
。
こ
の

二
つ
の
理
由
か
ら
教
育
に
投
資
を
行
な
う
こ
と
が
至
上
命
令
と
な

っ
た
。
し
か
し
現
実
に
お
い
て
、
こ
の
投
資
に
よ
り
、
国
が
必
要

と
す
る
エ
ン
ジ
ニ
ア
、
大
学
教
授
及
び
技
術
者
の
養
成
が
な
さ
れ

な
け
れ
ば
採
算
が
合
わ
な
い
こ
と
に
な
っ
た
。
技
術
教
育
の
方
が

適
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
若
年
層
を
理
論
教
育
に
引
き
留
め
る
こ
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

ま
た
そ
の
逆
も
適
切
な
投
資
と
は
言
え
な
い
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
多
様
の
能
力
を
的
確
に
追
及
し
て
い
く
こ
と
を
通
じ

て
、
種
々
の
教
育
形
態
が
全
て
の
生
徒
を
個
々
の
適
性
に
従
い
受

け
入
れ
て
い
か
ね
ぱ
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
階
層
化
で
は
な
く
、
配

　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

分
の
問
題
な
の
で
あ
る
。
こ
の
言
説
は
、
一
九
五
九
年
以
降
、
今

日
も
な
お
、
フ
ラ
ン
ス
学
校
制
度
を
支
配
し
て
い
る
論
理
を
理
解

す
る
た
め
の
基
本
的
な
も
の
で
あ
る
。
も
は
や
、
入
る
か
入
ら
な

い
か
と
い
う
二
分
法
的
選
別
の
論
理
で
は
な
く
、
フ
ロ
ー
配
分
に

よ
る
、
シ
ス
テ
ム
調
整
の
論
理
な
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
全
員
が

中
等
教
育
に
進
学
す
る
、
し
か
し
各
人
は
自
ら
の
適
性
と
経
済
の

需
要
に
応
じ
て
方
向
づ
け
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
若
年
者
た
ち
が
異

な
る
種
類
の
機
関
並
び
に
そ
の
課
程
に
よ
う
て
構
成
さ
れ
る
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
内
部
に
お
い
て
往
来
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
含

　
　
　
　
（
3
）

意
さ
れ
て
い
る
。
第
三
共
和
国
の
学
校
が
、
そ
の
原
則
に
よ
り
、

あ
ら
ゆ
る
差
異
を
自
ら
ρ
分
野
か
ら
排
斥
し
た
の
に
対
し
、
第
五
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フランスの学校教育システム
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（77）現代フランスにおける社会的硬直性との対時（2）

共
和
国
の
学
校
は
逆
に
、
あ
ら
ゆ
る
差
異
の
探
知
と
そ
れ
ら
の
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

校
に
よ
る
管
理
を
包
摂
し
て
い
た
。

（
1
）
　
ω
①
『
目
由
『
O
　
O
｝
＞
宛
－
O
↓
1
O
而
　
－
．
凧
口
＝
o
凹
ご
O
目
　
目
與
ご
o
目
巴
o
　
叫

　
一
，
一
豪
雪
巨
昌
肩
o
守
邑
昌
目
o
＝
ρ
軍
o
鶉
鶉
⊂
邑
く
雪
眈
＝
凹
マ
窃
ま

　
＝
＝
p
－
㊤
竃
一
p
ω
s
－

（
2
）
窓
『
o
…
o
霊
『
亭
o
貝
向
宍
o
o
急
o
鶉
目
〇
一
豪
（
三
忌
S
自
■

　
目
鶉
F
カ
g
o
『
ヨ
窃
g
召
g
而
房
α
①
『
曾
o
『
∋
①
o
Φ
5
宛
伽
く
o
－
巨
－

　
饒
昌
叫
昌
閉
』
o
昌
ω
一
勺
彗
貝
－
冨
葦
巨
忌
註
o
q
o
o
q
丘
焉
昌
↓
一
〇
冨
ガ

　
お
竃
一
＞
目
畠
宍
o
×
く
－
o
o
．
竈
M
－
ω
竃
）
一

（
3
）
　
｝
雪
目
彗
o
O
＝
＞
刃
－
○
■
o
P
9
戸
P
竃
N
．

（
4
）
o
o
－
o
デ
P
蜆
睾

6
　
職
業
と
教
育

　
学
校
が
修
了
証
を
交
付
す
る
こ
と
に
よ
り
、
職
業
社
会
へ
の
道

を
保
証
す
る
こ
と
、
即
ち
、
職
業
的
ア
ン
セ
ル
シ
オ
ン
の
実
現
を

支
え
る
こ
と
は
多
く
の
人
が
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
実
際
は

ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
人
々
の
社
会
的
な
ア
ン
セ
ル
シ
オ
ン
を
援
助

す
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
力
－
自
身
を
例
に
と
っ
て
み
よ
う
。
確
か

に
、
デ
ィ
プ
ロ
ー
ム
（
特
に
高
等
教
育
の
修
了
証
又
は
卒
業
証
）

が
自
由
業
又
は
臨
床
療
法
従
事
者
へ
の
道
を
開
い
た
り
、
教
育
者

の
地
位
の
獲
得
を
可
能
に
し
た
り
す
る
場
合
は
あ
る
。
出
口
を
持

っ
た
幸
運
な
道
で
あ
る
が
、
数
は
限
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
大

部
分
は
、
採
算
は
不
確
か
で
あ
り
、
昇
進
は
全
く
個
人
的
な
の
で

（
1
）

あ
る
。

　
不
況
の
結
果
、
特
に
不
安
定
諸
部
門
に
お
い
て
、
労
働
に
お
け

る
降
格
及
び
採
用
の
際
の
資
格
過
剰
の
現
象
が
強
ま
っ
て
き
た
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

と
が
補
足
さ
れ
る
。
こ
の
現
象
は
多
く
の
経
済
学
者
や
企
業
経

（
3
）

営
者
ら
に
よ
り
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
レ
ギ
ュ
ラ
シ
オ
ン
・
モ
デ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

の
説
明
図
式
を
補
完
し
た
形
と
な
っ
て
い
る
。
構
造
対
策
に
お
い

て
は
、
相
次
い
で
誕
生
し
た
各
政
府
の
対
応
は
少
々
不
安
定
な
も

の
で
あ
っ
た
。
例
え
ぱ
、
ジ
ャ
ツ
ク
・
シ
ヲ
ヅ
ク
（
』
．
O
雪
刃
＞
O
）

が
率
い
た
政
府
は
、
若
年
失
業
を
、
供
給
可
能
な
求
人
数
に
対
す

る
資
格
過
剰
と
し
て
解
釈
し
た
。
高
い
資
格
を
必
要
と
し
、
数
限

ら
れ
た
職
に
対
し
て
、
工
業
そ
し
て
第
三
次
産
業
さ
え
、
無
資
格

の
労
働
カ
で
も
遂
行
で
き
る
、
反
復
的
で
細
分
化
さ
れ
た
作
業
か

ら
成
る
単
調
な
職
務
を
提
供
す
る
比
重
を
高
く
し
、
あ
る
い
は
高

め
る
傾
向
が
あ
る
。
逆
に
、
求
職
の
例
に
つ
い
て
は
、
若
年
層
の

一
般
教
養
と
知
識
の
水
準
の
上
昇
は
遂
行
す
る
職
務
の
質
の
向
上

　
　
　
　
　
（
5
）

を
要
求
し
て
い
る
。

学
校
シ
ス
テ
ム
と
関
連
し
て
、
通
常
文
都
省
の
嘱
託
下
に
あ
た
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る
団
体
と
社
会
教
育
活
動
を
担
う
団
体
を
区
別
す
る
必
要
が
あ
る
。

最
近
で
は
継
続
教
育
に
関
す
る
一
九
七
一
年
の
法
律
に
よ
り
、
多

数
の
団
体
が
創
設
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
利
用
者
の
職
業
活
動
に
結

び
つ
い
た
資
金
調
達
シ
ス
テ
ム
に
基
い
て
い
る
。
同
法
は
、
営
利

及
び
非
営
利
目
的
の
公
的
並
び
に
民
間
の
生
産
者
が
競
合
す
る
よ

う
な
市
場
を
形
成
す
る
。
こ
れ
は
、
一
九
七
七
年
以
降
の
雇
用
政

策
の
各
手
段
の
増
加
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
っ
た
。
ア
ン
セ
ル
シ

オ
ン
を
目
標
と
す
る
研
修
の
企
画
か
ら
中
問
団
体
ま
で
が
そ
の
例

で
あ
る
。

　
R
M
I
の
装
置
の
一
部
が
類
似
の
効
果
を
示
し
て
い
る
と
い
う

の
も
R
M
I
は
、
社
会
扶
助
の
部
分
（
収
入
の
な
い
全
て
の
人
が

行
政
に
対
し
て
保
有
す
る
権
利
）
と
契
約
に
近
い
部
分
（
職
業
的

ア
ン
セ
ル
シ
オ
ン
計
画
へ
の
加
入
）
と
を
結
合
し
て
い
る
か
ら
で

あ
る
。
R
M
I
は
地
方
公
共
団
体
の
社
会
福
祉
事
業
部
門
と
の
連

携
に
お
い
て
公
益
団
体
を
動
員
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
と
平
行
し
て
、

一
九
七
三
年
な
い
し
一
九
七
四
年
以
来
、
従
来
の
団
体
の
目
的
が
、

余
暇
利
用
の
分
野
（
リ
ク
レ
ー
シ
百
ン
並
び
に
文
化
活
動
）
か
ら

労
働
の
分
野
（
一
定
の
社
会
層
に
つ
い
て
「
職
へ
の
距
離
」
の
短

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

縮
）
へ
の
移
行
が
観
察
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
R
M
ー
は
、
社
会
文
化
活
動
の
指
導
員
が
彼
ら
の
参
加

者
の
雇
用
の
た
め
に
、
専
門
化
し
て
い
く
こ
と
に
符
号
す
る
。
更

に
は
、
教
育
訓
練
の
事
業
主
体
で
は
な
い
に
し
て
も
ア
ン
セ
ル
シ

オ
ン
企
業
の
活
動
の
実
績
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。
当
初
、
中

問
企
業
と
称
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
企
業
は
厚
生
省
（
一
九
七
九
年
）

の
通
達
に
曲
来
す
る
。
こ
の
通
達
に
よ
り
困
窮
状
態
の
人
々
が
生

産
性
の
あ
る
労
働
に
就
く
た
め
の
援
助
を
行
う
企
業
と
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
力
－
達
が
実
験
的
に
運
営
（
経
営
）
す
る
こ
と
が
可
能
に

な
っ
た
。
そ
の
経
営
の
条
件
は
、
専
門
的
な
施
設
に
比
べ
よ
り
柔

軟
な
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
企
業
の
特
色
枇
生
産
単
位
で
あ

る
と
同
時
に
困
窮
状
態
の
人
々
の
た
め
の
職
業
社
会
の
側
か
ら
の

受
け
入
れ
サ
ー
ビ
ス
の
窓
口
で
あ
る
、
職
業
社
会
（
実
社
会
）
の

環
境
の
中
で
彼
ら
が
教
育
訓
練
を
受
け
る
点
に
あ
る
。
こ
の
任
務

に
か
か
る
追
加
費
用
を
市
場
外
で
賄
う
人
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
ア

ン
セ
ル
シ
オ
ン
企
業
は
通
常
公
益
法
人
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
支
え

　
　
　
（
7
）

ら
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
学
校
教
育
も
、
雇
用
と
い
う
社
会
の
基
本
的
且

つ
切
実
な
要
請
に
十
分
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
い

る
と
同
時
に
、
社
会
教
育
若
し
く
は
継
続
教
育
に
つ
い
て
も
、
リ

ク
レ
ー
シ
ヨ
ン
や
文
化
活
動
な
ど
の
余
暇
利
用
の
分
野
か
ら
労
働

の
分
野
延
い
て
は
ア
ン
セ
ル
シ
オ
ン
の
た
め
の
支
援
活
動
へ
と
方
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（79）現代フランスにおける社会的硬直性との対時（2）

向
転
換
を
迫
ら
れ
て
き
て
い
る
。

（
1
）
　
』
與
o
〇
一
』
①
閉
－
O
Z
一
－
①
印
『
一
七
凹
E
↓
宛
－
O
＞
カ
↓
一
－
o
閉
気
o
く
団
」
＝
？

　
昌
ω
8
9
彗
戸
丙
2
＝
o
畠
－
凹
忌
o
昌
毒
『
貝
；
竃
も
．
ミ
．

（
2
）
　
O
向
内
向
O
（
O
o
巨
罵
o
、
向
巨
o
鶉
9
o
而
カ
①
o
＝
彗
o
す
①
o
①
〇
一
』
巴
．

　
昌
o
き
g
）
等
の
経
済
学
者
。

（
3
）
　
＞
目
一
〇
ヲ
o
　
カ
ー
ω
O
ζ
－
〕
一
〇
〇
巨
く
耐
　
O
向
■
－
Z
－
向
戸
　
勺
冨
目
o
o
－
ω

　
U
＞
－
－
向
等
。

（
4
）
望
昌
昌
ミ
⊂
＝
r
o
ま
…
。
胃
①
巨
．
巽
〇
一
邑
昌
9
o
o
＝
言
冨

旦
、
，
窒
≧
昌
㌧
零
鶉
ω
鶉
⊂
邑
く
⑭
邑
邑
『
鶉
ま
－
…
①
二
〇
〇
ド
o
p

　
－
①
M
－
－
①
ω
．

（
5
）
雰
『
冨
a
O
雪
＞
カ
ー
○
■
ま
一
．
＆
9
筆
昌
冨
ぎ
畠
一
①
叫

　
一
．
一
富
雪
＝
o
自
肩
o
『
窃
9
o
目
目
①
＝
ρ
～
窃
竃
ω
〇
三
亮
冨
＝
巴
『
霧
ま

　
「
昌
①
」
㊤
竃
一
〇
．
曽
o
o
’

（
6
）
〇
一
彗
ま
く
冒
Z
Z
同
く
一
－
．
心
8
昌
邑
二
〇
〇
巨
o
』
彗
一
〇
冨
〔

　
U
ぎ
〇
一
』
く
①
ユ
p
－
篭
戸
p
2
．

（
7
）
o
P
o
戸
o
．
㎝
M
．

7
　
教
育
の
機
会
均
等
と
社
会
的
不
平
等

　
一
方
、
社
会
的
な
諸
要
因
か
ら
生
ず
る
と
考
え
ら
れ
る
不
平
等

は
社
会
的
排
除
の
一
形
態
で
あ
る
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
第

五
共
和
制
に
お
い
て
、
社
会
の
建
設
も
、
国
家
の
原
理
を
各
人
に

組
み
込
む
こ
と
か
ら
で
は
な
く
、
相
互
補
完
的
で
あ
る
各
個
人
を

組
み
合
わ
せ
る
こ
と
を
通
し
て
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ

れ
以
降
、
中
心
的
課
題
は
市
民
権
で
は
な
く
、
機
会
均
等
と
な
っ

た
。
社
会
的
排
除
の
問
題
は
浮
上
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
学
校
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

お
け
る
排
除
は
既
に
問
題
と
な
っ
て
い
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
無
資
格
の
職
は
、
非
常
に
テ
ー
ラ
ー
主
義
的
な
方

式
で
工
業
化
が
進
展
す
る
社
会
に
お
い
て
増
大
す
る
。
ま
た
、
管

理
職
層
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
及
ぴ
テ
ク
ニ
シ
ア
ン
が
急
速
に
増
加
し
て

い
る
一
方
、
無
資
格
の
ブ
ル
ー
ワ
ー
力
－
、
単
能
労
働
者
も
次
第

に
増
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
職
は
、
資
格
と
賃
金
の
点
で
最
下
層

に
位
置
し
、
旧
農
業
従
事
者
（
特
に
女
性
）
、
移
民
労
働
者
、
学

校
か
ら
脱
落
し
た
若
者
た
ち
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
る
。
確
か

に
移
民
は
、
フ
ラ
ン
ス
社
会
で
は
将
外
に
置
か
れ
て
い
る
が
、
排

除
さ
れ
て
は
い
な
い
。
第
一
に
、
彼
ら
は
何
ら
か
の
活
動
を
し
て

お
り
、
第
二
に
、
フ
ラ
ン
ス
社
会
に
統
合
さ
れ
る
こ
と
は
望
ん
で

い
な
い
。
と
い
う
の
も
、
移
民
は
大
方
、
労
働
移
民
で
あ
り
、
定

住
の
た
め
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
学
校
教
育
の
不
平
等
は
多
く
の
場
合
、
教
育
の
世
界
の
外
部
に

　
　
（
2
）

存
在
す
る
。
子
ど
も
の
学
習
成
果
に
向
け
ら
れ
る
親
の
関
心
、
財

政
能
力
又
は
家
庭
の
社
会
的
資
本
は
し
ぱ
し
ぱ
、
子
ど
も
の
就
学

に
付
随
し
、
後
に
な
っ
て
、
そ
の
効
果
が
現
わ
れ
て
く
る
。
予
測
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可
能
な
驚
異
的
な
成
功
の
い
く
つ
か
の
例
を
除
け
ぱ
、
地
位
と
状

況
の
継
承
が
確
認
で
き
る
。
つ
ま
り
、
学
校
に
お
け
る
子
ど
も
の

成
就
、
学
業
達
成
は
家
庭
の
経
済
的
・
社
会
的
条
件
と
子
ど
も
の

教
育
に
対
す
る
親
の
姿
勢
か
ら
無
視
し
え
な
い
影
響
力
を
受
け
る
、

と
い
う
教
育
の
基
本
的
な
構
造
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
て
い
る
。

　
機
会
均
等
を
語
る
こ
と
は
、
平
等
の
場
と
同
時
に
、
差
異
と
不

平
等
が
創
出
さ
れ
る
場
と
し
て
の
学
校
シ
ス
テ
ム
を
問
題
提
起
す

る
こ
と
で
あ
る
。
一
見
、
平
等
で
あ
る
、
こ
の
機
会
均
等
の
概
念

は
、
実
際
に
は
、
不
平
等
の
二
つ
の
原
理
を
含
意
し
て
お
り
、
そ

れ
ら
を
正
当
化
す
る
こ
と
に
役
立
っ
て
い
る
。
そ
の
二
つ
と
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

先
天
的
な
能
力
の
不
平
等
と
社
会
的
地
位
の
不
平
等
で
あ
る
。

　
R
M
I
の
四
七
％
の
受
益
者
が
中
等
教
育
第
三
学
年
よ
り
低
学

歴
で
あ
り
（
中
卒
以
下
）
、
内
二
一
％
が
筆
記
な
い
し
高
等
表
現

に
お
い
て
困
難
を
示
し
て
い
る
。
一
九
％
が
中
卒
又
は
職
業
教
育

の
入
門
程
度
、
そ
し
て
二
〇
％
が
C
A
P
（
職
業
適
格
証
）
若
し

く
は
そ
れ
以
下
の
水
準
で
あ
る
。
一
〇
・
八
％
の
受
益
者
が
B
a

C
（
バ
カ
ロ
レ
ア
、
大
学
入
学
認
定
証
）
又
は
そ
れ
以
上
の
水
準

　
　
（
4
）

で
あ
る
。
即
ち
、
受
給
者
の
多
く
が
低
学
歴
で
あ
り
、
無
資
格
で

あ
る
。

　
教
育
政
策
の
中
心
に
お
い
て
、
機
会
均
等
と
差
異
の
正
当
性
の

問
題
は
、
同
様
に
今
日
の
社
会
学
及
び
教
育
学
の
諸
研
究
の
中
心

を
占
め
て
い
る
。
例
え
ば
、
再
生
産
の
諸
理
論
は
、
社
会
的
出
自

の
差
異
、
学
業
達
成
の
差
異
、
そ
し
て
職
業
的
ア
ン
セ
ル
シ
オ
ン

の
差
異
の
問
の
対
応
関
係
を
論
証
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
社
会
学

者
は
差
異
を
告
発
し
よ
う
と
こ
れ
を
包
囲
し
て
い
る
し
、
教
育
学

者
は
差
異
を
撲
滅
す
る
た
め
に
監
視
を
行
な
っ
て
い
る
。
事
実
、

教
育
学
的
に
は
、
差
異
は
社
会
的
・
文
化
的
な
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ

プ
で
あ
り
、
機
会
均
等
を
保
証
す
る
た
め
に
補
正
す
ぺ
き
も
の
と

考
え
ら
れ
て
い
る
。
差
異
を
欠
如
、
不
足
、
欠
陥
と
捉
え
る
こ
の

解
決
法
は
、
理
念
上
の
規
範
が
依
然
と
し
て
類
似
性
及
び
平
等
性

で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

（
1
）
　
ω
2
目
與
『
o
　
O
＝
＞
カ
■
O
↓
一
〇
①
　
一
．
心
o
巨
o
凹
ご
o
コ
　
目
凹
饒
o
目
巴
①
　
ψ

　
一
．
ヨ
窒
『
ご
o
日
召
o
『
霧
色
o
コ
コ
①
＝
〇
一
？
窃
ω
鶉
⊂
三
く
雪
ω
享
頸
マ
霧
ま

　
＝
＝
ρ
邑
竃
一
p
ω
g
．

（
2
）
　
言
｝
亨
Ω
凹
目
匝
o
U
カ
O
ζ
－
■
ピ
匝
ω
o
o
誌
ざ
↓
；
目
S
－
ω
①
武
S
脾

　
血
鶉
ま
Φ
o
q
巴
箒
需
ω
o
q
巴
而
ω
一
＝
＞
↓
冒
内
L
㊤
寒
一
p
ご
ー

（
3
）
　
因
零
コ
彗
o
O
匡
＞
カ
ピ
O
■
o
o
1
9
一
’
℃
．
ω
蟹
1

（
4
）
刃
…
望
彗
お
8
（
昌
曽
一
＼
違
）
ら
蜆
l

　
○
勺
＞
　
（
O
o
『
＝
⊃
o
凹
一
匝
．
＞
〇
一
言
⊆
α
①
勺
H
o
ぼ
ω
ω
…
O
自
＝
o
＝
o
）
　
は
、
　
標
準

　
二
年
制
の
短
期
職
業
高
校
（
ζ
o
曾
召
o
雲
色
o
…
g
に
お
い
て

　
取
得
を
準
備
す
る
こ
と
が
で
き
る
国
家
資
格
で
あ
る
職
業
適
格
証
。
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（81）現代フランスにおける社会的硬直性との対時（2）

第
五
学
級
（
標
準
一
二
壬
二
二
歳
）
修
了
の
時
点
で
一
四
歳
に
達
し

た
者
、
若
し
く
は
調
整
第
四
学
級
（
o
冨
ぎ
⑭
ヨ
①
與
昌
Φ
畠
o
q
貧
標

準
＝
二
－
一
四
歳
、
第
五
学
級
で
の
成
績
不
良
の
生
徒
が
入
り
、
基

礎
必
修
科
目
の
学
習
強
化
に
努
め
る
）
に
在
籍
し
て
い
る
者
を
対
象

に
、
三
年
間
、
一
般
教
育
と
職
業
教
育
が
行
な
わ
れ
る
。

バ
カ
ロ
レ
ア
（
霊
o
畠
す
昌
＄
r
霊
o
）
は
、
後
期
中
等
教
育
修
了

資
格
で
あ
る
と
同
時
に
、
大
学
入
学
認
定
証
取
得
者
の
称
号
。

8
　
学
校
に
お
け
る
落
伍

　
学
校
教
育
に
お
け
る
挫
折
な
い
し
落
伍
は
社
会
的
・
経
済
的
な

要
因
に
帰
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
結
果
と
し

て
社
会
的
及
び
経
済
的
な
排
除
を
招
来
す
る
。
あ
る
意
味
に
お
い

　
　
　
　
　
　
（
1
）

て
は
、
B
a
c
D
の
準
備
ク
ラ
ス
の
生
徒
は
排
除
さ
れ
た
者
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

ち
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
彼
ら
は
、
多
く
の
場
合
、
B
a
c
C

か
ら
除
か
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
グ
ラ
ン
テ
コ
ル

　
　
　
　
　
（
3
）

（
9
昌
宗
冒
〇
一
①
）
に
人
り
た
か
っ
た
が
、
排
除
さ
れ
て
し
ま
っ

た
大
学
の
学
生
と
同
じ
状
況
で
あ
る
。
明
ら
か
に
排
除
さ
れ
た
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

認
め
ら
れ
る
若
年
層
の
中
核
の
外
側
に
お
い
て
排
除
に
特
徴
づ
け

ら
れ
て
い
る
の
は
一
つ
の
状
態
で
は
な
く
、
挫
折
し
た
志
望
そ
の

も
の
な
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
、
排
除
は
、
帰
属
し
て
い

る
、
い
な
い
の
事
実
に
つ
い
て
で
は
な
く
、
学
校
的
・
社
会
的
尺

度
に
お
け
る
等
級
的
な
位
置
づ
け
に
関
し
て
明
白
に
な
る
の
で

　
（
5
）

あ
る
。

　
統
合
－
排
除
の
対
は
、
第
三
共
和
制
の
学
校
や
、
一
九
六
〇
年

代
に
設
立
さ
れ
た
学
校
シ
ス
テ
ム
を
的
確
に
特
徴
づ
け
る
も
の
で

は
な
い
。
前
者
は
若
年
層
を
政
治
に
よ
っ
て
統
合
し
た
。
従
っ
て
、

そ
れ
自
体
は
排
除
の
脅
威
を
帯
ぴ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
後
者

は
、
そ
の
性
格
か
ら
、
学
校
的
排
除
を
産
出
し
た
。
し
か
し
、
こ

の
排
除
が
降
り
か
か
っ
た
若
年
層
は
、
職
業
的
ア
ン
セ
ル
シ
オ
ン
、

従
っ
て
社
会
的
な
統
合
は
果
た
し
て
い
た
が
、
経
済
不
況
と
失
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

が
間
題
の
所
与
を
変
え
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
以
後
、
学
校
か
ら
排

除
さ
れ
た
者
に
は
社
会
的
排
除
の
運
命
が
待
つ
こ
と
に
な
っ
た
。

　
一
九
七
〇
年
代
の
中
頃
、
フ
ラ
ン
ス
は
世
界
的
な
経
済
不
況
に

見
舞
わ
れ
た
。
こ
の
不
況
は
急
速
に
、
深
刻
な
若
年
失
業
を
引
き

起
こ
し
た
。
一
九
七
七
年
一
〇
月
に
は
、
二
五
歳
未
満
の
労
働
人

口
の
二
∵
九
％
が
失
業
し
て
い
た
（
男
性
に
関
し
て
は
八
％
、

女
性
は
一
七
・
三
％
）
。
デ
ィ
プ
ロ
ー
ム
を
持
た
な
い
者
の
失
業

率
は
取
り
分
け
高
く
、
男
性
の
一
八
％
、
女
性
の
三
七
％
で
あ
っ

た
。
政
府
は
景
気
対
策
と
同
時
に
構
造
対
策
に
焦
点
を
当
て
て
対

　
　
　
（
7
）

応
を
図
っ
た
。

　
景
気
に
関
し
て
は
、
初
の
コ
層
用
協
定
」
が
一
九
七
七
年
に
採
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択
さ
れ
た
。
か
く
し
て
、
新
た
な
る
時
代
に
突
人
し
た
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
学
校
で
の
挫
折
が
失
業
、
低
資
格
の
職
、
不
安
定
職
へ

と
導
い
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
社
会
的
処
遇
や
教
育
訓
練
に
関
す

る
数
多
く
の
装
置
が
制
定
さ
れ
た
。
例
え
ば
、
ア
ン
セ
ル
シ
オ

ン
・
資
格
取
得
・
連
帯
の
契
約
、
企
業
内
研
修
・
職
業
生
活
入
門

研
修
、
公
益
事
業
等
で
あ
る
。
一
九
六
0
1
一
九
七
〇
年
代
に
設

定
さ
れ
た
論
理
は
依
然
と
し
て
支
配
的
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
若

年
層
の
将
来
の
ア
ン
セ
ル
シ
オ
ン
の
展
望
に
お
い
て
、
学
校
が
彼

ら
を
事
前
に
序
列
化
し
て
し
ま
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
こ
の
論
理
は
、
そ
れ
以
来
、
就
職
難
の
状
況
に
お
い

て
機
能
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
結
果
は
即
座
で
あ
っ
た
。
教
育
水

準
が
最
も
低
い
者
が
職
業
的
ア
ン
セ
ル
シ
オ
ン
を
果
た
す
の
に
最

も
困
難
を
強
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
学
校
に
お
け
る
排
除
は

社
会
的
排
除
へ
と
拡
張
し
た
の
で
あ
る
。
学
校
で
の
挫
折
が
失
業

へ
と
繋
が
っ
て
い
く
こ
と
の
証
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
対
策
と
し

て
、
社
会
的
処
遇
と
教
育
が
連
携
す
る
こ
と
の
必
然
性
が
明
ら
か

に
な
っ
て
い
る
。

　
総
体
と
し
て
は
、
栄
光
の
三
〇
年
間
に
経
済
的
・
社
会
的
不
平

等
は
縮
小
し
た
も
の
の
、
不
況
の
結
果
、
社
会
層
の
間
の
格
差
は

拡
が
っ
て
い
る
。
雇
用
及
び
所
得
の
減
少
、
従
っ
て
消
費
の
落
ち

込
み
と
な
っ
て
現
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
加
え
、
最
も
不
遇
な
層

の
子
ど
も
た
ち
の
就
学
が
困
難
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
彼
ら
は

N
向
、
（
N
o
；
α
．
■
旨
o
き
昌
勺
ユ
o
葦
巴
篶
一
教
育
優
先
地
帯
）

に
集
中
し
て
お
り
、
社
会
的
排
除
と
落
伍
の
状
態
に
日
々
、
脅
か

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
不
平
等
は
、
深
刻
な
不
況
に
よ
っ
て
更

に
深
ま
り
、
社
会
構
造
に
亀
裂
を
生
じ
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。

特
に
貧
困
の
戸
口
に
い
る
者
に
は
大
き
な
打
撃
を
与
え
、
民
主
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

義
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
揺
る
が
せ
る
一
方
で
あ
る
。
社
会
的
な
排

除
は
学
校
に
お
け
る
落
伍
と
い
う
形
で
顕
在
化
し
、
貧
困
層
出
身

の
子
供
が
義
務
教
育
を
全
う
す
る
上
で
、
よ
り
大
き
な
障
害
と
い

う
形
と
な
う
て
現
れ
て
お
り
、
留
年
率
の
高
さ
が
そ
の
例
証
で
あ

る
。　
第
三
の
社
会
層
、
即
ち
無
資
格
の
職
に
多
数
参
入
し
て
く
る
学

校
か
ら
脱
落
し
た
若
年
層
に
つ
い
て
は
話
が
変
わ
る
。
こ
れ
ら
の

若
年
層
は
二
種
類
の
課
程
を
経
て
い
る
。
一
つ
は
、
特
殊
教
育
科

（
ω
．
内
－
ω
．
一
ω
8
ご
o
目
ρ
．
向
2
』
o
黒
－
o
目
o
o
o
Φ
o
冨
＝
器
o
）
で
あ
り
、

こ
れ
は
、
一
九
六
七
年
、
軽
度
の
精
神
薄
弱
を
も
っ
た
者
（
H
軽

愚
［
精
神
年
令
が
一
〇
歳
程
度
の
者
］
）
ま
で
を
含
む
若
年
層
を

対
象
に
設
立
さ
れ
た
が
、
実
際
に
は
、
更
に
広
範
な
層
を
受
け
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
入
学
者
数
の
増
加
は
急
速
で
あ
る
。
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し
か
し
、
S
E
S
に
つ
い
て
は
殆
ど
語
ら
れ
て
い
な
い
。
文
部

省
の
統
計
局
で
さ
え
、
そ
の
存
在
を
認
識
し
て
い
な
い
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
若
年
層
が
無
資
格
で
学
校
シ
ス
テ
ム
か
ら
流
出
す
る
統

計
に
、
こ
れ
ら
の
S
E
S
の
入
学
者
が
含
ま
れ
る
の
は
一
九
八
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

年
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
課
程
は
、
専
門
教
員
が
、
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
、
特
別
な

環
境
（
学
校
敷
地
内
中
庭
奥
の
プ
レ
フ
ァ
ブ
）
で
実
施
す
る
も
の

で
あ
り
、
学
校
に
お
け
る
挫
折
と
学
校
に
関
す
る
社
会
的
不
平
等

の
象
徴
と
な
っ
て
い
る
。
前
期
中
等
教
育
に
お
い
て
、
「
①
。
ま

弐
彗
ω
三
昌
」
は
一
九
七
七
年
、

「
蜆
。
」
は
一
九
七
八
年
に
、

保護者の社会・職業カテゴリー別児童の
　初等教育予科における留年率（％）

（1979－1980）

農業経営者　　　　　　　　　10．1
農業被用者　　　　　　　　　27．1

企業経営者　　　　　　　　　3．5
家内工業主及び商店経営者　　　9．7

上級管理職層、自由業　　　　　2．2

中間管理職層　　　　　　　　　42

事務系被用者　　　　　　　　104
職工長及び有資格労働者　　　　144
単能工　　　　　　　　　　　214
その他の工業労働者　　　　　224

サービス　　　　　　　　　21．0
その他のカテゴリー　　　　　6．0
非就労者及ぴ非申告者　　　　22．6
合計　　　　　　　　　　　　13．1
Source　L巴s　Tab1eaux　d巴1a　solld肛1t色　閉pport　au

　　　mmlst肥de　la　Solld日r雌n固tlonale　sou昌
1a　dlrect1on　d巴Catherme　Blum－Glrardeau，

P目ri斗L宜Documentat1on　frallC且i筍島1981，

P．179一

ア

　
　
　
　
（
1
1
）

ビ
（
＝
＞
｝
く
）
改
革
の
一
環
と
し
て
廃
さ
れ
た
。
同
時
に
、
「
①
血
」

（
標
準
一
一
壬
二
一
歳
）
「
㎝
冊
」
（
標
準
二
一
｛
＝
二
歳
）
の
学
級

に
お
い
て
増
大
す
る
多
様
性
は
中
学
校
に
重
大
な
問
題
を
投
げ
か

け
続
け
て
い
る
。
一
九
七
二
年
に
は
、
実
業
教
育
課
程
（
仁
。
g

蜆
。
ま
肩
き
ε
窃
）
は
、
O
．
勺
■
勺
。
Z
．
（
職
業
前
準
備
級
）
と
O
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
螂
）

勺
．
＞
、
（
見
習
い
準
備
級
）
に
変
わ
っ
た
。
O
。
甲
甲
Z
・
の
廃
止

は
一
九
八
一
年
以
来
の
計
画
の
中
に
挿
入
さ
れ
て
い
る
。
一
九
九

一
年
及
び
一
九
九
二
年
の
新
学
期
に
、
そ
れ
ら
は
解
消
さ
れ
、
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
岨
）

ン
セ
ル
シ
オ
ン
・
ク
ラ
ス
に
変
更
さ
れ
る
。

（
1
）
　
大
学
入
学
資
格
（
バ
カ
ロ
レ
ア
）
D
コ
i
ス
。
数
学
及
ぴ
自
然

科
学
專
修
。
理
学
部
、
医
学
部
、
薬
学
部
を
主
な
進
路
と
す
る
。

（
2
）
　
同
C
コ
ー
ス
。
数
学
及
び
物
理
学
専
修
。
理
学
部
を
主
な
進
路

　
と
す
る
。

（
3
）
　
一
群
の
高
等
専
門
教
育
機
関
。
官
民
の
上
層
・
中
堅
幹
部
、
上

　
級
技
術
者
等
を
養
成
す
る
。
大
学
が
、
B
a
c
を
取
得
さ
え
し
て
い

　
れ
ぱ
、
原
則
と
し
て
全
国
ど
こ
の
大
学
に
も
自
由
に
入
学
で
き
る
、

　
開
放
入
学
制
を
採
用
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
従
前
の
成
績
に
加
え
、

競
争
試
験
を
課
す
他
、
予
備
教
育
を
入
学
の
要
件
と
し
て
い
る
。

（
4
）
　
ω
』
．
ω
．
（
ω
8
ぎ
目
o
．
塁
9
き
昌
ω
忌
9
竺
急
①
一
特
殊
教
育

　
課
程
）
や
O
．
勺
．
勺
．
乞
．
（
Ω
鶉
竃
～
ひ
七
『
o
h
霧
色
O
…
耐
＝
何
ま

；
き
彗
一
職
業
前
準
備
級
）
、
並
び
に
労
働
市
場
に
お
い
て
陳
腐
化
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し
た
か
、
若
し
く
は
低
賃
金
の
専
門
分
野
の
O
．
＞
．
勺
．
の
た
め
の

　
準
備
ク
ラ
ス
の
生
徒
た
ち
。

（
5
）
　
｝
①
『
目
o
『
o
　
O
｝
＞
宛
－
O
↓
一
〇
〇
　
－
．
⑭
叫
冒
o
與
饒
o
目
　
目
剋
巨
o
目
巴
o
　
ψ

　
一
．
一
畠
害
巨
o
目
．
召
o
申
窃
色
昌
；
＝
9
軍
霧
ω
窃
d
三
毒
互
冨
マ
窒
宕

　
＝
＝
p
δ
竃
一
〇
．
ω
雪
．

（
6
）
旨
巳
o
…

（
7
）
毛
．
9
．
ら
－
ω
鼻

（
8
）
　
』
o
與
目
－
O
－
讐
』
α
o
U
肉
O
⊂
－
Z
一
－
凹
血
o
o
示
蒜
R
與
目
o
巴
ω
o
｝
與
o
①
叫

　
ω
窃
三
Φ
①
q
団
＝
蒜
ω
ω
o
9
巴
①
ω
一
＝
＞
↓
胃
刃
L
竃
戸
p
s
．

（
9
）
　
一
九
七
五
年
、
八
万
六
千
人
、
一
九
八
O
年
、
一
一
万
一
千
人

（
1
0
）
　
－
竃
コ
讐
o
O
＝
＞
勾
「
O
■
o
o
－
．
9
冒
8
＝
o
目
目
軸
ゴ
o
目
巴
①
ψ

　
－
．
ま
器
『
ζ
o
目
筥
o
h
窃
9
昌
＝
血
＝
9
？
窃
ω
窪
〇
三
毒
鶉
＝
邑
『
鶉
ま

　
＝
＝
o
し
畠
ド
p
曽
9

（
1
1
）
当
時
の
文
部
大
臣
、
ア
ビ
。
一
九
七
五
年
以
来
、
旦
彗

　
＝
＞
U
く
を
立
案
し
、
中
等
教
育
に
お
い
て
、
窮
一
段
階
を
8
＝
Φ
－

　
○
目
①
・
第
二
段
階
を
q
o
宥
に
そ
れ
ぞ
れ
、
一
本
化
し
た
。

（
u
）
　
O
．
戸
＞
’
（
O
訂
ω
ω
①
、
『
心
O
団
『
凹
一
〇
宇
o
甘
－
、
＞
O
℃
『
o
自
ゴ
ω
ω
o
藺
q
①
）

　
と
O
．
勺
．
勺
．
弄
（
Ω
鶉
竃
勺
忍
肩
艮
①
窒
ざ
目
目
o
＝
o
o
o
Z
～
o
雪
』
）
と

　
は
同
様
に
、
第
四
学
級
に
（
標
準
で
、
一
二
∫
二
二
歳
）
に
進
級
で

　
き
な
い
生
徒
に
職
業
教
育
を
施
す
。

（
1
3
）
　
o
P
9
片
．
一
〇
P
ω
9
－
ω
雪
1
－

9
　
不
平
等
の
再
生
産

例
え
ば
大
革
命
以
前
の
フ
ラ
ン
ス
の
よ
う
に
、
前
工
業
社
会
に

お
い
て
は
息
子
は
単
な
る
親
子
関
係
に
よ
っ
て
父
親
の
地
位
を
直

接
継
承
し
て
き
た
。
工
業
社
会
で
は
社
会
的
成
功
は
学
歴
の
獲
得

を
媒
介
と
す
る
。
経
済
的
・
文
化
的
資
源
は
就
学
に
有
利
に
も
不

利
に
も
働
く
が
、
こ
の
他
に
個
人
の
社
会
的
地
位
が
、
学
校
教
育

の
各
段
階
で
の
成
就
の
確
率
に
影
響
を
与
え
る
。
更
に
、
学
歴
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

獲
得
し
た
後
に
も
、
家
庭
の
影
響
が
影
を
潜
め
る
こ
と
は
な
い
。

同
じ
掌
歴
を
も
っ
た
工
業
労
働
者
の
息
子
と
管
理
職
層
の
息
子
と

が
労
働
市
場
と
職
業
移
動
を
前
に
し
て
同
等
で
あ
る
・
か
否
か
は
甚

だ
疑
問
で
あ
る
。
家
庭
は
未
だ
も
づ
て
、
そ
し
て
常
に
個
人
の
社

会
的
・
職
業
的
道
程
に
お
い
て
一
定
の
役
割
を
演
じ
て
い
る
。
事

実
、
同
一
の
教
育
を
受
け
た
異
な
る
社
会
層
出
身
の
人
々
は
実
社

会
に
同
様
に
組
み
込
ま
れ
て
は
い
か
な
い
。
息
子
の
職
業
的
地
位

が
出
身
社
会
層
に
規
定
さ
れ
る
頻
度
は
高
い
。
例
え
ぱ
、
I
N
S

E
E
に
よ
れ
ば
大
学
入
学
資
格
保
持
者
の
中
で
管
理
職
層
に
な
る

確
率
は
、
父
親
が
工
業
労
働
者
の
時
は
三
一
％
、
父
親
自
身
が
管

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

理
職
層
の
時
は
五
三
％
と
な
っ
て
い
る
。
学
校
が
媒
介
と
す
る
メ

リ
ト
ク
ラ
シ
ー
の
理
想
か
ら
現
実
が
乖
離
し
て
い
る
所
以
で
あ
る
。

ピ
エ
ー
ル
・
ブ
ル
デ
ュ
ー
が
称
す
る
と
こ
ろ
の
社
会
的
資
本
が
機

能
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
個
人
が
あ
ら
ゆ
る
際
に
抽
出
す
る
こ
と

が
で
き
、
自
分
及
び
家
族
の
地
位
の
利
益
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
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（85）現代フランスにおける社会的硬直性との対時（2）

1985年におけるフランスの息子たちの運命（％）

父親の杜会・職業層
息子の杜会・職業層

1 2 3 4 5 6 合計

1．農業経営者 3．8 8．9 5．O 12．O 6．7 33，6 lOO

2．独立自営職人 2．O 29．0 i9．6 19．2 7．2 23．0 l00

3．企業経営者 0．5 9．2 59．8 20．7 6．0 3．8 1oo

4．上級管理職 0．1 1O，0 31．8 31．3 8．8 18．O lOO

及び失口的職業

5．一般被用者　　　一 O．3 9．7 22．9 31．7 13．9 21．5 100

6．工業労働者 31．4 9．8 7．7 22．0 10．2 48．9 100

労働人口における構成 6．0 8．O 9．0 18．O 28．0 31．0 100

息子たちの杜会・職業層は40－59才までの就労中又は退職した男性から構成される。

Source＝　《La　transmission　du　statut　social；1’6chelle　et　leわss6》，Economie　et　Statistique，

　　　mai－uin王986．

橋
大
学
大
学
院
博
士
課
程
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9．2．

P　P
O□　01

9　9

oq．1
巴）
凧　一
g雷
＝＝亨

＞Ω
→　葭
一　　巨

向　o
．カo
－　U
8カ
トO
　ζP　一
蜆　z
←　一

　一
　凹
　｝
　『　由　目
　o　①

　與　o　①
　ψ
　ω　○　蜆
　目
　冊

2の益的睾アの種　酬でいる動
貨㍑隻竃の墓名；昏墨ゑ叢写
人手なリ8経的硬ンんを彼1キる
々とい　）済カ直スじ覚ら　資11111111111111

不の・はキ会け当進見利ムのる
塑㍍ボ学至姦㍗窒隻泰｛
もの状。　者昇望定らろいを会
とた況こ社パをにのなうて説的
　　　　　　Aとめはれ右レ阻立可い報有明資
なの’はの　んち能こ酬利す本る変革誰他1では性ととにるを
か革新にのトいだにがは配要伴
らのとと階（ゑかもあ無置因わ
で原社っ層≦　之拘ゑ関さとな
あ（点会てに亭イ　　ら　　係れない
孕差蓑嘉騒き言讐ず　姦至｛婁
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一橋論叢第119巻第2号 平成10年（1998年）2月号　（86）

　　　　失業と学歴

雇用統計に見られる学歴別失業事

~t~rj .~p -. 
1~~~ ~';dL~~ 

o
 

l
 

2
 

3
 

4
 
5. 

Af:1~L-pl 

~
~
 
1971 2. 1 h .6 1 .6 l ,2 l.4 l.3 l .5 

1975 4.2 2,8 3.5 2.3 3.2 2,0 2.7 

1980 5.9 3,4 4.6 3,3 3.4 3,0 4.l 

1990 l0.5 5.7 5.7 4.9 2.9 2.3 7 ,o 

1991 l0.6 5.7 6.2 4,2 3. l 2.5 7.0 

~~ (15-24 :t) 

1971 3.9 3,0 3.7 l .g 3.3 3.0 

19 /~5 l I .3 7.0 4.9 3.7 9.2 3.3 6.6 

1980 15.3 9.7 l 1.8 7.4 9.8 8.8 l0.7 

1990 25.9 16.3 11,3 1 1 .9 6.5 2.9 15.3 

l 99 1 26.3 15.9 1 1 .8 9.8 5.7 5.6 15.7 

~C. 

1971 3,4 2.8 2.6 2.9 2.4 l .5 2.9 

1975 8.0 6.3 7.2 6.3 3.6 4.3 5.2 

1980 12.0 7 .9 9.6 l0.0 7.4 4.4 9. 1 

1990 16,5 1 1 .3 12.6 7.7 4. l 5.2 12.0 

1991 15,9 1 1 .5 l I .6 8.9 4.7 5.9 1 i .6 

~~ (15-24 ~f) 

1971 7.4 5.l 5.5 3.7 4.3 2.9 5.1 

1975 17.7 12.4 12.5 9.1 5,0 6.3 10.1 

1980 29.6 22.7 22.5 21.8 15.2 8.5 2 1 .8 

1990 40.0 24.7 22.8 15.2 6.8 19.9 23.9 

1991 39,4 25.5 22,l 18.6 l I .6 11.2 23.9 

Sources： INSEE．Annuaire　r6trospectif　de　la　Fr日nce1948－1988．

lNSEE．Enquεto　sur　l’emploi（annua1）．

O＝学歴なしまたは学業証（CEP）

11中等前期教育ブルベ（BEPC）

2：職業適格証、職薬教育プルベ、他の同水準のディプローム

3：パカロレア、職業プルペないし同等のもの

4：大学第一課程ディプローム、七級技能士ブルベ、技術短期大学ディプローム、

　パラメディカル、もしくは福祉関連ディプ慎一ム

5：大学第二、第三課程、グランテコル、技術工＝1ルのディプローム
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